
団体名：子どものたまり場すこやかひろば 

活動地域：立川市 

助成額：99,772円 

ホームページ：https://sukoyaka-hiroba.mokuren.ne.jp/ 

 

【当初の目的に対しての結果】 

コロナ感染拡大に伴い、運営形態を「パントリー方式」に変更して 1年経過し、認知度が少しずつ高くなってきました。4月から

一年を通して、20 家族・50～60 食のお弁当とフードバンクからのカップ麺・レトルト食品・米、地域のパン屋さんからのパン、そ

して東都生協からの野菜を配布することができました。コロナ感染拡大で、「パントリー形式」での運営しか選択肢がなかったので

すが、対象者が変わりました。子ども食堂立ち上げ時に目標としていた「食を通して子どものすこやかな育成に関わる」という点で、

会話を含めた交流時間が持てない状況でした。2023年度から「食堂形式」での運営を検討しています。 

継続している学習支援では、中学生の支援を 4月から 119回実施し、当初は難しいと思われた生徒の第一志望の都立高校に合格す

ることができました。 

 

【組合員へのメッセージ】 

開始時間は 12 時になっていますが、11 時 30 分頃には列ができています。光熱費・食品などの価格高騰で、生活が大変になって

います。すこやかひろばに来る方の中には、シングルの世帯、非正規の方、年金生活者などがいます。そうした方たちにとっては、

生活を普通に営んでいくことも大変になってきています。東都生協の食材を使ったお弁当は、50 食～60 食作っていますが、受付開

始 30分でほとんどなくなってしまいます。地域の様々な方、行政にも働きかけながら今後とも継続していきたいと思っています。 

 

【感想・意見・要望など】 

子どものたまり場すこやかひろばを立ち上げ、4年が経過しました。運営委員には、地域の民生児童委員の方、主任児童委員の方、

元教員の方などが参加しています。また、調理を手伝ってくれているボランティアの方も何人かいます。会の運営の継続を考えた時、

どのように世代交代をしていくかということが課題になっています。2023年度からは、「食堂形式」に移行して行こうと検討してい

https://sukoyaka-hiroba.mokuren.ne.jp/


ますが、現在「LINE 公式アカウント」と使ったチャットによる予約方式を考えています。うまくいくか心配です。軌道に乗るまで

は、試行錯誤が続くと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


